
 
 
 

第 2地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 大谷 新一郎 （相模原南 RC） 

 
第２地域ロータリー財団コーディネーター補佐を前任者田中賢三氏より引き継ぎ拝命しまし

た大谷新一郎（２７８０地区・相模原南 RC）です。伊藤ＲＲＦＣの補佐として与えられた職務を

粛々と務めてまいる所存です。 

2023年１１月１９日に行われましたロータリー財団地域セミナーにおきまして、令和４年度に公

益財団法人ロータリー日本財団に寄せられた寄付額は２，２１０，２６３千円と最高額を達成できた旨の報告がありました。

皆様の財団に対するご理解とご協力に心から敬意を表する次第です。 

このように寄付に対する考えが次第に高まってきたことには大いに喜ばしいことですが、「寄付の文化」はまだまだ日

本において理解が希薄ではないかと思います。世界の現状に目を向けてみますと、「世界人助け指数」という評価の中

で日本は２０１９-２０年度では１１８位（１１９か国中）と下から２番目となっており、１位アメリカ・２位ミャンマー・３位ニュー

ジーランドとなっております。 

アメリカは２０２０年にアマゾン創業者（ＣＥＯ）ジェフ・ベゾス氏が約１００億ドルの寄付を行っておりますので当然１位

でありましょうが、ミャンマーが過去３年１位であったことは子どものころから何らかの形で寄付という行為が日常生活に

浸透していることがうかがえます。 

では我が国において昔から全く寄付行為が無かったのかというとそうではありません。奈良時代には仏教僧が民間か

ら奉加（ほうが）と呼ばれる寄付を集める活動がありましたし、江戸時代には商人たちが寄付を出し合って橋を建設した

り子どもらのために寺子屋を開いたり慈善活動や後進育成に財産・時間を提供する文化がありました。 

ところが明治に入り国の政策で地方自治体が中央集権体制となり「福祉をはじめとする公共サービスは行政がやるべ

きもの」という意識が植え付けられた結果、寄付行為や人助けの精神が乏しくなってしまいました。 

しかし近年我が国も次第に寄付に対する考え、理解が向上してきたように思えます。日本は自然災害が比較的多い

所で過去において大きな震災等がありました。１９２３年の関東大震災そして１９９５年の阪神淡路大震災、まだ記憶に新

しい２０１１年の東日本大震災とたて続きに見舞われました。どの時も日本はもとより世界中から大きな支援をいただき、

国内では人助けの理念のもとボランティア活動が活発に行われるようになり、災害にあった人たちへ個人が個人で出来

る範囲の支援が顕著になってまいりました。 

近年の我が国の寄付額を見ますと 

２０１０年（４９００億）――＞２０２０年（１兆２２００億）となり徐々ではありますが「良いことをしよう」という考えが進んで

きたのではないかと思います。その「寄付の文化の向上」をロータリークラブが率先して進め、国民の皆様に啓蒙してい

くのも大きな活動のひとつだと思います。１９１７年にロータリー財団を創設したアーチ C・クランフの「世界でよいことをし

よう」を実行し、世界平和を目指していきたいと思います。 
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